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新たな学びの中核拠点の完成にあたって

学校法人　明治大学
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キャンパスセンターフォレスト　完成
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作業所長
神谷　淳一

■工　事　名　称：明治大学生田キャンパス第二中央校舎
（仮称）整備計画

■工　事　場　所：川崎市多摩区東三田１－１－１
■発　注　者：学校法人明治大学
■設計・監理：株式会社日建設計
■施　　　工：株式会社フジタ
■敷　地　面　積：，㎡
■延　床　面　積：，㎡
■構　　　造：ＲＣ造＋Ｓ造
■階　　　数：６階
■工　　　期：年４月１日～年３月日

　（写真提供：米倉栄治）
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
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
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
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学生たちの動線となるバルコニーと屋外階段

　生田キャンパスの新たな核となる「センターフ
ォレスト」は、教室・図書館・ラーニングコモン
ズを一体化した学びの場として計画しました。施
設計画と併せてキャンパス全体のグランドデザイ
ンを策定し、アカデミックモールとキャンパス
モールの二軸を設定。両軸が交わるキャンパスの
中心に、理工学部と農学部が交わる学びの拠点を
創出しました。
　大きなＲＣ庇と杉板型枠の柱が深い陰影を生
み、日射遮蔽を担うとともに、かつてこの場所にあ
ったヒマラヤスギの風景を未来へと継承します。
内部は、低層部の図書館と高層部の教室群を積層
しつつ各所にコモンズを挿入。立体的な６層吹き
抜けの「センターコモンズ」が多様な学修空間を
包み、新たな交流を誘発します。
　高さの制約がある中で、教室の大スパンと豊か
な内部空間を確保するため、ＰＣａ床板を採用し
ました。図書館は床吹き空調、教室は放射空調を
合理的に配置し、快適な学修空間を実現していま
す。
　「センターコモンズ」の広いバルコニーや屋外
階段は、ここから学生の活動がさまざまな居場所
や広場へあふれ出し、キャンパス全体に知の交流
が拡がることを意図しています。

センターコモンズのカイダンホール

　本学は、年の創立周年記念
式典において、年の創立周年
に向けた本学のあるべき姿を示す長期
ビジョン「MEIJI VISION －前へ
－」を公表いたしました。同ビジョン
の研究分野における全学方針では、
「研究のMEIJI」として世界でのプ
レゼンスを高めることを掲げており、
その実現には、理工学部と農学部の学
生が学ぶ生田キャンパスの基盤強化が
重要となります。
　このセンターフォレストは、生田キ
ャンパスの新たなシンボルとなる建築
であり、名称のとおりキャンパスの中
心に位置し、高いアクセス性を備えた

「キャンパスハブ」として機能します。
教室・図書館・ラーニングコモンズと
いう三つの機能を有機的に統合すると
ともに、理工学部と農学部の共用教育
棟として、多様な学生が集い、学び、
創造し、発信する共創の場を形成しま
す。分野横断的な知の交流を促し、新
たな価値創出を支える空間としての役
割も期待されます。
　創立周年、そしてその先の未来
に向けて、教育研究力のさらなる充実
に取り組み、「世界に開かれた大学」
そして「世界に発信する大学」として、
未来に向けて輝き続けてまいります。


